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出雲崎中学校１学年 

 ６月２４日(火)に、北陸大学の＿＿先生を講師にお迎えし、新潟大学の大学院生と一緒に、より

よい社会(町)をつくっていくためには、どのような視点をもって生活していく必要があるのかを学

びました。ゲームや話し合いなどのグループ活動を通して考える場面が多く、1年生どうしだけで

はなく、大学生とも積極的にかかわり、意見を出し合いながら楽しく活動を進めていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６月３０日(月)に、人権講演会を行い、全校生徒で人権につ

いて考える時間を設けました。講師に、人権擁護委員の＿＿様

をお迎えし、「人権とは、誰もが平等に有している権利であるこ

と」「いじめは、かかわった人だけではなく、そのことを知った

多くの人たちを傷つける行為であること」を、イソップ童話や

ご自身の体験をふまえて、わかりやすくお話してくださいまし

た。生徒たちは、次のような気付きを得ることができたので、

これからは、その思いを、どのような行動につなげていくのかが大切になってくると思います。 

 

・人権は、あたりまえの生活をあたりまえにできることだとわかった。 

・自分の価値観を押し付けないようにしたい。 

・相手が嫌がる行動の中には、犯罪であるものが多くあることがわかった。 

・たった一つの言葉や行動が、相手を傷つけ、相手が自分の命を絶ってしまうこともあるとわかった。 

・人の嫌がることはせず、相手の気持ちをよく考えて行動したい。 

・いじめの問題は、自分には関係ないことではなく、自分事として考える。 

・いじめは、被害者本人だけではなく、その家族や友達にまで、悲しい思いをさせてしまう。 

・いじめがあったら、勇気を出して、いじめられている人を１秒でもはやく助けたい。 

・いじめを、見て見ぬふりではなく、注意できる人になりたい。一人でダメならみんなで、それでもダメ

なら大人を頼って、絶対に止めたいと思った。 

・誰かがつらい思いをする世界ではなく、誰もが幸せと思える世界になってほしい。 

 



 
 体育祭の軍編成と各軍の応援リーダー、パネル係が決まり

ました。1 年生にとって中学校初めての体育祭です。初めて

の大きな行事で不安なこともあるかと思います。自分たちに

できることをリーダーが中心となりみんなで考え、自分の軍

の先輩や仲間と協力し合いながら、自分の良さを発揮し、友

達の良さを再確認できる体育祭にしてほしいです。そして、

出雲崎中学校の歴史にまた一つ素晴らしい伝統を増やしてい

ってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

  

日(曜) 主 な 予 定 終学活終了 下校予定 

7 日(月) 書写指導 清掃班長会議 防犯ブザー点検 16：20 18：15 

8 日(火) 生徒朝会 県総体・吹奏楽激励会 学校生活アンケート 16：20 18：15 

9 日(水) フッ化物洗口 15：00 15：15 

10 日(木)                         （２年生職場体験） 16：20 16：35 

11 日(金) １学年朝会 環境学習会             （２年生職場体験） 16：20 16：35 

14 日(月)  16：20 18：15 

15 日(火) オープンスクール 学校評価アンケート（生徒） 16：20 18：15 

16 日(水) フッ化物洗口 専門委員会 15：00 16：35 

17 日(木) 5 限授業（～7/24） 15：20 17：15 

18 日(金) １学年朝会 生徒会評議員会 15：00 17：15 
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